
触れおう・知りあうe今むかし

.置毘冨園田圏西(6km) 

水分小学校→東小田→

西小田→立野→野中→

青葉→高木→水分小学校

主催:水分校区ウォーキンク、大会実行委員会 協力:水分校区を考える会

雄大なる筑後の大河に育まれた、自然と歴史を培うわがまち水分

そんな郷土の素晴らしいあんな事こんな事をのんびり歩きながら

散策して

必u，u，

筑後川の上流より流れてきた水は、
この分水より下流地域に分配してい
る。まさに水を分ける村。水分という
地名の誕生である。綴身な備造で水
を調整しながら分配してきたが、近
年総工費4億8300万円をかは平成
3年より着工後、平成7年3月の竣工
をみた。新しい技術をもって、各地区
に水を流し続けている。

水分小学校→吉田→前原→

松門寺→明石田→諏訪→

力常→石王→水分小学校



②吉田

寛文10年
(1670年)の
「久留米藩社

方開基Jによ
れば、天神宮

木像1体が納
められてい

る。毎年、 11 
月10日に祭
干しが行われ
ていた。昭和52年福岡県遺跡等分布地図によれ
ば、安土桃山時代に創建されたとされている。

@前原の天満宮
今から、12年ほと前
の平成B年に、古くなっ
た天満宮在新築するた
め、前原区の集室が開
催芭れ、神社建設委員
会が結成吉れた.作業
は業者に也頼せず、車
落の人々の自発的奉仕
作業で行うこととされ
たが、その中心的な存在となったのが林重嶋氏であっ
た。重鳴氏は、大工ではなかったが、自卦の仕事の力、た
わら、日曜日ごとに朝から腕まで通い続け、見ょう見ま
ねで、ついに平成百年11日天満宮を完成古せた。量後
の瓦ふ吉な邑は、集落の人たちも総出で手伝った。入り
口の上には、木彫りの曲白頭43つ杷られている。

⑤松門寺の日吉神社

寛文10年
(1670年)の
「久留米藩社

方開基」によ
れば、山王権

現木像7体が
納められてい

る。毎年11月
初めに祭礼が

行われてい
た。昭和52年
福岡県遺跡等分布地図によれば、江戸時代に創

建されたとされている。

②明石田の八幡神社

寛文10年(1670
年)の「久留米藩社
方開基」によれば、3
体の木像(春日大明

神、応神天王、住吉

大岡神)が納められ
ている。また、寛延

記 (1794年)によ
れば、草場庄の領主であった第15i-'C草場兵九郎
尉が京都の石清水八幡宮在勧請じたものと言わ

れている。草場氏より田をー町寄附され、モの場

所は神田といわれ、神田のうち一反が祭聞と
ぜなっていたa

②諏訪神社
1540年頃より、氏
神様として諏訪の信仰
が始まり現在に至って
いる。毎年、旧座と新座
に分かれて戸渡しが滑
われ、大吉な杯いっぱ
いに注がれたお神酒を
交互に飲み干し、一年
の家内安全、五穀豊穣

⑤力常の天満富

寛文10年(1670
年)の「久留米藩社

方開基Jによれば、
天神宮木像1体が
納められている。古

くから天神が悶ら

れていたが、壊れて

なくなっていたも

のを寛永15年先の圧屋彦兵衛とい5λが御神
体を再興した。毎年11月3日に祭礼が行われて
いた。昭和52年福岡県遺跡等分布地図によれ
ば、江戸時代に創建されたとされている。

@石王の稲生成神社
神社の境内に[石王
270年記志碑jがあり、
昭利43年10月23日
に建立されている。昭
和43年由、ら270年前
は、1698年の江戸時
代の元保年間である.
伝承によれば、石王集
落田起源は、1637年
白島原の乱に際じ、島原がら逃れて吉た人たちがしば
らく力常集落に滞在した後、石王白地に移り住んだのが
始まりと言われている。集落の東に偉置する墓地の中
で、量古の墓石と思われるものに、事保年間(1716年~
1735年)の記述があり、年代的には合致するものと推
測される.

②東小田の天満宮

寛文 10年
(1670年)の l

f久留米藩社方
開基Jによれ
ば、坂本大悶神

3体木像が納め
られている。祭

礼は、9月27
日中小田より神

事在勤め、東小田は11月13日に神事在勤めて
いたと古れているロまた、昭和52年福岡県遺跡
等分布地図によれば、江戸時代の創建と推測さ

れる。

⑤酋小田の天満宮

寛文10年
(1670年)の‘
[久留米藩社

方開基jによ

れば、天神宮
木像1体が納
められ、毎年

11月13日に
祭礼を行って

いた。また、
昭和52年福岡県遺跡等分布地図によれば、こ
の天満宮は、安土桃山持代の創建と推測されて
いる。

③立野の天満宮

寛文10年
(1670年)の
f久留米藩社
方開基Jによ
れば、天神木

像1体が納め
られている。

祭礼は、毎年

1 1月初めに
立野村・野中

村の 箇所で神事を行っていた。昭和52年福岡
県遺跡等分布地図によれば、江戸時代に創建さ
れたとされている。

⑨野中の天満宮

寛交10年
(1670年)の
「久留米藩社

方開基Jによ
れば、木像3
体(勢至、阿弥

陀、観世音)

と、はいたか

天神b初めら
れている。ま

た、昭和52年福岡県遺跡等分布地図によれば、
安土桃山時代の天正年聞に創建されたと伝えら

れている。

②青葉区の街並み

水分校区

に新興住宅

地として形

成された青
葉区。平成7
年に区長が
委嘱され、

現在、36世
帯にまで増

加してきた。
会社勤めの若い世代が多い。近年、公民館も建設

され、新しいコミュニティ社会が着実に形成され

つつある。

②高木の高木神社

寛文10年
(1670年)の
「久留米藩社

方開基Jによ
れば、天神木

像1体が納め
られている。

毎年11月9自
に神事を行っ

ていた。また、
昭和52年福岡県遺跡等分布地図によれば、安土
桃山時代の天正年間に再建されたと伝えられて

いる。

①水分小字校

平成16年
1 1月に創立
100周年を
迎え一万数

千人の卒業

生を送り出し

ていまt九
私たちは、

この水分小 L
学校在中心 h

に、水分校区の発展と繁栄を祈願しながら水分

校区在見つめていきます。

②水分小学校創立100周年記念碑
平成16年
11月に創立
100周年の
記念事業の

一環として、

この記念碑

が建てられ

ました。この
碑の下には、

夢と希望を

いっぱい詰め込んだ未来へのメッセージが、タイ

ムカプセルに収められています。

2030年の11月14日に開封します。

③水分小学校の大楠

300年は経つで
しようか樹高16m幹
周り4mほどありま
1九江戸時代より雨
風に耐えながら、戦

争も経験しました。

昭和28年の洪水
にも負けずにこの

水分校区を見てきま

した。

そしてこれからも

何百年、皆さんの安

全を見ていきます。

@吉田区吉田観音

1599年(慶長4年)
竹野郡吉田村の地に
住む人たちによってこ

の本尊の観音様が奉

納されました。1756
年には(宝暦6年)竹野
郡三十三箇所観音霊

場の第十番札所に選

ばれていま1九
以来400年の時と
共に吉田の地の栄枯繁栄を見守ってこられ、数

多くの人たちの悩みや願い事を聞き、住民の心

の拠り所として親しまれていま1九

@:明石田区昭和天皇生誕祈念植樹のくすのを

第124代田和天
皇裕仁様の御生誕

記念に植樹をされ

たクスJキで五
ι1901年明治33
年4月29自にお生
まれになり、1926
年昭和元年12月
25日却位をされ
1989年昭和64年
1月7自に89歳で
崩御されました。

@明石田区すみれ塚

山路来て何やらゆかしすみれ草

三重県伊賀で農寵由次男として
生まれた芭蘇は、しばし献をしな
がら俳句を苗んだ。芭蕪は、人生
を臓として本来病弱白身体をいた
わりつつ臨しい修行を量ねながら
怖を続けた.
この句は近江由国大津あたり
で、一人で歩いているときふと自に
付いた可置い畦草に心のゆらめ吉
を覚えたという憲味であろう.
倉富定恵が1843年[天保14
年)に珪設.芝草は、筑前秋月藩の
出。悶石田町倉富敬作の彊子となる巴以前はこの碑白かたわ
らにス株白芭殖が琵っていた.

⑦諏訪区諏訪の十三桜

2006年(平
成7年)諏訪区
内の青年によ
る樹木生産農

家13名が、十
三会と言う組

織を記念して、
巨瀬川沿いに

100本の桜を
植殺しました。

毎年成長するにつれ、満聞を迎える春が待ち

遠しくなることでしょう。

①諏訪区筑後軌道創設者の稗

太田耕次郎氏は、1853年
久留米藩士の長子として生ま
れたのち諏訪の重富氏の養
子となり、田主丸小学校の教
職につきその後は中学校の
教授として活躍した人物です。
その後、群政にかかわる
ど、明治36年に筑後軌道株
式会社の常務取締役として
活躍されました。
子孫は、上京され℃だれも
おられませんが、江口さん一
家が記念碑は見守られてい
ま1九

①諏訪区梅木発祥記念碑

明治初期までは、まだま
だ大吉な経済力量は持っ
ていなかったとはいえ、そ
れでも舎現在、植木苗木
の経営が成り立っている
のは、江戸時代は元禄の頃
より、伝統的な高度の技術
を代々受け継ぎ寺田に
至っているからでありま
しよう。
今後若者還が、先輩方の
並々ならぬご苦労と、先進
技術とを同時に受け継吉、水分の地が更に発展する
よう尽力在注いでいってほしいもので官二

⑪諏訪区異母様(いぼさま)

夜泣きを治す神棟

であります。夜泣きを

する子どもの枕元に

異母様の周辺に付着

している異母貝を
そっと枕元にお供えす

ると、たちまちに泣き

止み静かに眠りにつく

という伝えのある神

様です。泣き止んだ後

は、また異母員は異母

様へ返しておきま'0
今の子どもたちにも効果抜群!!

⑪カ常区 印若天神(いんにゃくてんじん)

印若様は、

力常集落のほ

ぼ中央に祭っ

てありま1九
鍵の神様と

して祭られ、水

分の象徴であ

る分水で田主

丸地域を張り

巡らす水流在調整していま1九
諏訪区の4軒の皆さんで代々受け継がれ、今で
も水の大切さを感じながら、毎年春祭りと夏祭り

を執り行っています。

⑫石王区成竹大明神

成竹とは、

この堤防在

日Eってある地
区の字名であ
り、昔乙の堤

防が大雨のた 1

びによく切れ

ていました。
そこでこの字

名である成竹

をこの堤防にお記したところ堤防が切れなくな

りました。今でも毎年祭典がありままh

@石王区ワラット

4月15日早朝、葉を取
りはぷいた小麦のわらで

ツ卜をこしらえ、モの中に

キピナゴをお供えする。
もうひとつは、男竹の

一節を切って竹筒を作り、

神酒を満たす二
それらを2組作り、1組
は、大JII(筑後J11)へ、残り
の1組は、小JlI(古川)へ
杷る。

これは、牛馬や子どもたちが力ツパヘヨ|かれな
いよう水神様へ祈願するものである。

⑬石王区石王の堰

昭、朝日63年
(1998年)に美
津留川の河JlI
改修と、古川よ

り筑後JIIへの放
流の関門事業

による水門。

下流水域の
住民が毎年雨

期になると氾濫する古川でありましたが、この水

門の完成により、オーバーフローした水を筑後川

へ放流する己とによって氾法が防げるようにな

りました。

⑮立野区庇様(いlまコさま)
立野田住民は、この神様
のことをIいほっさまJと呼
びます.手や足に痛さと不
快感を与える缶なるものが
人々を苦しめていました.
今ではイポコロリなる斬諜
が現れて幸せな生活を退っ
ていますが、昔は、この『い
I~っさまj に輯まないと訴
はとれません.
このご神体周辺から鴻き
出でる神水を掛ければたち
まちに治るという雷い缶え
の幻白書水でありま主
立野区皆さんでお世話を
されていまもぜひお試しく疋さい.

⑮野中区久兵衛
1745年3月(宝暦
4年)水分を中心に筑
撞 円まで拡大して
いった換。
中心人物は、野中区
に住む久兵衛さんで
した.
百姓ー揮の融は日
本全国で600を記録
するほどありますが、
宝眉由一擦として記録されているこのー援は5本目指に入
るほどの大吉なー撰となりました.
九兵衛さん以外にもこの車分韓国には沢山白人たちが中
心となって、農軍由皆さんのために曜を築いて己られました.
こ由一擦に対しての資料は沢山あります二ぜひ爵んでいただ
いて今後の私た吉田生きていく壇として参考にしてください園

⑫高木区五六様(ごろさま)

村内で火事が起

きた時に、この五六

様のご神体を水に
浸せば早々tに鎮火

するという神様で

ある。高木区民全体

で五六様は祭られ

ています。


